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2 0 2 2年 1 0月 2 1日 

第 2 2 0 6 3 号 

第5弾「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」の世界自然遺産登録 
1周年を迎え、鹿児島県と連携して、さまざまな誘客プログラムを実施します 

JALグループは、昨年より「地域の宝から世界の宝となった『日本の世界遺産』と世界を”つなぐ”」、「自然との”

共生・保全”を通じ『日本の世界遺産』を後世へ”つなぐ”」の2点をテーマとした世界遺産登録記念の取り組みと

して、世界の宝となった地域へ訪れ、見て、触れることができる”JALグループならでは”の世界遺産誘客プログラ

ムを企画・実施しています。 （*1） 
(*1) 第4弾 誘客プログラムの実施(2022年3月9日リリース)：https://press.jal.co.jp/ja/release/202203/006568.html 

 第3弾 誘客プログラムの実施(2021年10月8日リリース)：https://press.jal.co.jp/ja/release/202110/006261.html 

 第2弾 誘客プログラムの実施(2021年8月31日リリース)：https://press.jal.co.jp/ja/release/202108/006191.html 

 第1弾 誘客プログラムの実施(2021年7月30日リリース)：https://press.jal.co.jp/ja/release/202107/006162.html 

 その他「世界自然遺産」登録に関連した取り組み(2021年7月27日リリース)：https://press.jal.co.jp/ja/release/202107/006146.html 

 

このたび、その一環として、奄美群島の魅力や情報を取りまとめたポータルページのリニューアルや、おトクに現地

を訪れることができる旅行商品「奄美群島ふるさと応援割」の販売、各種キャンペーンなどを通じて奄美群島の

魅力発信と、世界自然遺産となった地域の交流人口の拡大を目指します。 

 

今後も、日本の誇るべき遺産を後世へ継承すべく、JALグループ全社で、持続可能な地域活性化の実現を目

指し、地域の皆さまとともに活動を展開してまいります。 

   

1. JAL ダイナミックパッケージ「鹿児島ふるさと応援割」を実施 

最大15,000円の割引で奄美群島へご旅行いただける、JALダイナミックパッケージの「ふるさと応援割」をご用

意しております。「ふるさと応援割」とは、国や自治体などと連携し交付金・助成金を用いて、旅行需要喚

起と送客を行うことで地域振興に貢献する取り組みです。なお、助成は予定数に達し次第終了となります。 

対象期間 ：2022年10月18日（火）～2023年3月30日（木）(2022年12月23日（金）～2023年1月3日（火）出発を除く) 

対象 ：往路にて奄美大島、喜界島、徳之島、沖永良部、与論各空港到着便をご利用される 

 お客さまで、1名様の旅行代金が 20,000円以上の方 

参照URL ：https://www.jal.co.jp/jp/ja/domtour/jaldp/furusato/amami/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ：地域活性化 
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2. 奄美群島および鹿児島県の魅力と情報をまとめたポータルページの開設 

奄美群島および鹿児島県のもつ魅力を余すことなくお伝えするためのポータルページを開始しました。それぞ

れのエリアのご案内、魅力をより詳しく知っていただくことができる「OnTripJAL」の記事紹介をはじめ、さまざま

な施策をとりまとめた Web サイトとなっています。 

鹿児島県 ： https://www.jal.co.jp/jp/ja/dom/special/kagoshima/ 

奄美群島 ： https://prod-t.jal.co.jp/jp/ja/dom/special/newtrip-amami/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 鹿児島エリア特集：ジャルパックで体験クーポン割引キャンペーンの実施 

ジャルパック商品にて鹿児島にご旅行されるお客さまを対象に、観

光やグルメ、アクティビティ体験に利用できる「JAL お得クーポン（鹿

児島県全域対象）」または、「し～まクーポン（奄美群島内対象）」

の 3 枚セット（1,000 円×3 枚）が、それぞれ 1,000 円で購入いただ

けるお得なキャンペーンを 12 月 1 日より実施予定です。詳細が確

定次第、以下の Web サイトにてご案内します。  

参照 URL：

https://www.jal.co.jp/domtour/jaldp/kagoshima_osusume/inde

x.html 

 

4. 「ゆくさ鹿児島！」：JAL マイレージバンク日本地区会員対象のマイルキャンペーンの実施 

事前にアンケートに回答いただき、キャンペーンに参加登録のうえ、

対象期間中、対象運賃にて、鹿児島県内各空港発着の対象路

線にご搭乗いただいた鹿児島県外在住の JAL マイレージバンク日

本地区会員のお客さまの中から、抽選で 2,500名様に 700マイルを

プレゼントするキャンペーンを実施しています。対象運賃などの詳細

は以下 URL をご覧ください。  

対象期間 ：2022 年 9 月 1 日（木）～11 月 30 日（水） 

参照 URL ：https://www.jal.co.jp/jp/ja/121campaign/2022/yukusa-kagoshima/ 

 

5. JAL マイレージバンク日本地区会員対象の搭乗キャンペーンの実施（予定） 

キャンペーンに参加登録のうえ、対象期間中、対象運賃にて、奄美群島着路線にご搭乗いただいた JAL

マイレージバンク日本地区会員のお客さまの中から、抽選で 3 名様に奄美大島路線の往復航空券が当

たる搭乗キャンペーンを実施します。第 1 弾は、羽田=奄美就航 30 周年および鹿児島=沖永良部就航

50 周年を記念して 11 月 1 日から 12 月 24 日まで、第 2 弾は、大阪伊丹=奄美就航 50 周年を記念し

て 1 月 10 日より実施予定です。  

参照 URL（11 月 1 日公開予定） ： https://www.jal.co.jp/jp/ja/dom/special/newtrip-amami/campaign/ 
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6. 「JAL ふるさとアンバサダー」・「JAL ふるさと応援隊」による魅力発信について 

11月 15日～18日にかけて、「JALふるさと応援隊」が福岡・仙台・松山といった地域のメディア各社を巡り、

奄美群島および鹿児島県に関する JAL グループの取り組みやその地域の魅力をご紹介します。 

また、11 月 9 日・10 日には、今年度販売を予定している「奄美群島での環境保全ツアー」に先駆けて、  

当該ツアーに組み込む予定のビーチクリーン体験を、「JAL ふるさとアンバサダー」と「JAL ふるさと応援隊」が

JAC の客室乗務員とともに喜界島で実施し、その魅力を発信していきます。今後も、鹿児島県の魅力  

発信・誘客促進に向けて、さまざまな取り組みを行ってまいりますので、引き続き、ご期待下さい。 

 

なお、誘客プログラムの一部は、奄美群島航空・航路運賃軽減協議会による「奄美群島誘客・周遊促進事

業」、鹿児島県による「「鹿児島の空」活性化事業支援金」および、観光かごしま大キャンペーン推進協議会に

よる協賛として実施しています。 

 

JAL は日本の翼としてこれからも地域社会に寄り添い共に考え行動し、人と社会と世界をつなぐことにより地域

活性化に貢献するとともに、豊かな地球を次世代に引き継ぐため取り組んでまいります。 
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